
  

 

＜聖句＞                 ひとりの男の子が わたしたちに 与えられた。              イザヤ 9 章 5 節 

私たちは日々、たくさんの恵みの中に生かされています。遠いところでは戦争が起こり、その日に住むところさえ保障されな

い場所もありますが、自分の周辺には、今すぐ降ってくるような空爆はありません。子どもの給食など日々の糧も守らます。時に

災害級の風雨にも見舞われますが、日頃は穏やかに園庭で子どもの歓声を聞くことが出来、それが何よりのお恵みだと感じま

す。しかし、それらとは比べようもない、この上ない恵みが与えられる。それがクリスマスです。馬小屋という低い場所にキリスト

はお生まれになりました。弱く悲しみ深いところを特に強めてくださる印です。イエスキリストによってすべての民に救いが与えら

れます。過ちには赦しを、苦しみには力を、悲しみには平安を、お与えなさる方です。全ての民の平安と感謝とを祈りつつ、子ど

もやご家族と共に心温まるクリスマスを待ち望みます。                                                平田 敬子 

＜月主題＞  

 0 歳児＜うれしいね＞保育者や友だちと一緒にクリスマスを感じ、絵本やさんびかを楽しむ。/思いを言葉にしてもらうこ

とで、安心し、満たされる。/外気に触れながら、冬の訪れを感じる。 

 1・2 歳児＜うれしいね＞保育者や友だちと一緒にクリスマスを喜び、お話や賛美を楽しんで受け取る。/保育者や友だ

ちと喜びを言葉や身体で表す。/風や空気の冷たさ、日の入りの早さなどを感じ、冬の訪れを感じる。 

 3 歳児＜喜びあう＞イエスさまが私たちのためにお生まれになったことを知り、喜ぶ。/遊びを通して、友だちと心を一つ

にする経験をする。/寒さの中でも戸外で体を動かすことを喜ぶ。 

 4・5 歳児＜喜びあう＞イエスさまが私たちのためにお生まれになったことを喜びあう生活をする。/日常生活の中でクリ

スマスの喜びを表現すること、分かち合うことを経験する。/鬼ごっこやルールのあるゲーム遊びなど、寒さの中でも戸外

で体を動かすことを楽しむ。 

＜さんびか＞     『 わらのねどこ 』 （幼児さんびか）    『 うれしい うれしい 』 （こどもさんびか２）                  

＜おやつの音楽＞  NOEL Christmas 

＜行事＞        
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園園  だだ  よよ  りり 



 

お ね が い ・ お し ら せ 

・ 駐車場 2番は、12 月から使用が出来ません。ご留意ください。 

・ 園の年末年始の休みは、12 月 29 日（木）から１月３日（火）の 6 日間です。 
   休み中の緊急連絡は０９３（８７１）３２４５ にご連絡ください。 

・ 欠席、遅刻の連絡は必ず９：３０までにご連絡ください。（ナオミ愛児園 TEL８７１－３２４５） 

 

 発行：ナオミ愛児園 北九州市戸畑区中本町 12-34 TEL093（871）3245 e-mail info@naomi-hoikuen.jp 

 

歌うってステキ～こどもとうたおう～ 

歌うこと 

歌うと幸せホルモンが分泌されて、幸福感や満足

感を得ることが出来るそう。また、脳が活性化し、ス

トレス発散になったり、腹式呼吸による腹筋等の強化

にもつながったりするとされています。 

子どもは歌うことで、音感やリズム感を養うだけで

なく、言語能力を身につけたり、想像力、感受性、記

憶力等を高めたりします。また「聴く」力もアップさせ

ることができます。 

子どもにはどんな歌がいい？ 

保育園では季節に応じたもの、子どもの興味や関心

があるもの、リズムが心地よいものなどが選曲される

ことが多いです。繰り返し歌っていると興味を持つよ

うになります。 

童謡（歌い継がれているような歌）は世代を超えて

一緒に歌えるものが多いです。また歌詞やリズムを味

わいながら共感できるのもよいところ。 

赤ちゃんでも曲に合わせて体を揺すっている時があ

りますが、そういう時はまさにそれが心地よいメロディ

なのでしょう。一緒に体を揺らしたり、手を振ったりし

て共感してもらうことが子どもは大好きです。 

各クラスでの人気の歌♪ 

ひよこ  どんぐり / おもちゃのチャチャチャ         

うさぎ  はたらくくるま / きらきらぼし            

ひつじ  おはなしゆびさん / やきいもグーチーパー    

ひかり  おおきなくりのきのしたで / いとまきのうた 

つ き  バスごっこ / おさるのやきゅう        

ほ し  にじのむこうに / ツバメ 

讃美歌って何？ 

愛児園の子どもは、毎月の聖句に合わせて月替わり

の讃美歌を歌います。子どもが時には鼻歌のように歌

っている讃美歌ですが、そもそもは、神さまに向かっ

て、神さまを崇め讃えるものです。ですから自分の一番

きれいな声で、時に優しく、時に力強く、思いを込めて

歌います。 

今は街中でもクリスマスソングを耳にする機会が多い

です。イエスさまのご降誕を待ち望み、喜びにあふれる時

です。子どもと共に、その厳かで、嬉しい、楽しい雰囲気

を共感し合いながら、分かち合う時となりますように。 

クリスマス礼拝・祝会では

子どもの可愛い歌声にあふれ

て過ごします。お楽しみに！ 




	12月おたより.pdf
	12月献立.pdf

